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[要旨]

【背景と目的]牛の繁殖検診において無発情あるいは妊娠診断で不受胎時に卵巣に機能性

黄体を確認した場合、黄体退行作用を有するプロスタグランジン F2α製剤(PG)を投与するこ

とで発情を誘起し、発情発見後に人工授精 (Aりすることが一般的であるが、鈍性発情や発

情の見逃しによる AI実施率の低下に伴う妊娠率の低下が問題となっている。 PG投与後に

発情徴候が発現しない理由のーっとして直腸検査による黄体の評価に限界があることがあ

げられる。さらに同一のパドックで一度に多数の個体をPG処置した場合、複数の処置牛が

時間差を伴いながら乗駕やその許容といった発情行動を示すため、目視による発情観察の

みでは授精適期が判定できず、その結果、適期授精されずに受胎率を低下させている可能

性がある。そこでこれらの問題を解決するため、携帯型超音波画像診断装置(エコー)を用

いて機能性黄体を確認後にPGを投与、その後性腺刺激ホルモン放出ホルモン (G成 H)を

投与して排卵同期化した後に定時AI(Timed AI: T Aりするプロトコールを開発した。本研究

はそのプロトコールの実用性を検証し、プロトコール実施時の卵巣動態と妊娠率の関係を

明らかにすることを目的とした。

{材料と方法]実験 1:黒毛和種経産牛578頭を繁殖検診の対象として検査し、直径18mm

以上の黄体を有する個体272頭を、TRT群 134頭およびCN・1群 138頭の2群に任意に分け

た。 TRT群にはPG投与後56時間後に GnRHを投与、その 16'""'-'20時間後にTAIを実施、

CN-1群にはPG投与後に発情観察し、発情発見後にAIした。卵巣動態(黄体直径と最大卵

胞径、排卵確認)の観察はエコーにより TRT群と CN-1群の両群でPG投与時とその 56時間

後に実施した。両群の一部の個体 (TRT群:74頭、 CN-1群:72頭)について、 PG投与後

96，..，_，100時間後に排卵の有無を確認した。妊娠診断はエコーにより AI後30，..，_，50日目に実施

した。末梢プロジェステロン濃度(P4)の測定はPG投与時とその 56時間後に酵素免疫測定法

により実施した。 TRT群における最大卵胞径別の受胎率について相関分析を行った。なお、

過去2年間の同一農場でPG投与後に発情発見後AIされた306頭をCN-2群として、3群間



の人工授精実施率、受胎率および妊娠率を比較した。実験2は黄体直径が 18mm以上の黒

毛和種経産牛38頭を供試、実験 1のTRT群と同一の処置を実施し、エコーにより PG投与

時と G成 H投与時に卵胞径と黄体径の最大径を測定し、併せて黄体体積も算出した。妊娠

診断はエコーにより TAI後30'""'-'50日目に実施し、受胎牛と不受胎牛の 2群聞における最大

卵胞径、黄体直径、および黄体体積を比較するとともに受信者動作特性曲線を用いて受胎

性を診断する黄体直径のカットオフ値を求めた。さらに、黄体直径および黄体体積のカッ

トオフ値以上と未満の 2群にける TAI後受胎率を比較した。

【結果}実験 1:黄体直径 18mm以上をプロトコール処置対象の基準とした場合、 98.9%

(269/272)の個体において、末梢血中P4濃度が1.0ng/ml以上で、あった。また、 TRT群にお

ける GnRH投与時の最大卵胞径と受胎率との聞には正の相関 (p=0.609)が認められた。TRT

群の人工授精実施率(100%)および排卵同期化率 (89.2%)はCN・1群 (87.0%および33.3%)

と比較してそれぞれに高くσ<0.01)、TRT群の妊娠率 (60.4%)は CN2群 (45.1%)と比較
して高かった (P< 0.05)。実験2:PG投与時の黄体直径は受胎群 (20.9土0.30mm)が不受胎

群(19.8土0.42mm)と比較して (P< 0.05)大きく、黄体体積は受胎群 (4.11土0.77cm3)が不

受胎群 (3.24土0.80cm3) と比較して大きかった(p< 0.01)。また、黄体直径のカットオフ値

(19.8 mm)以上の個体における受胎率 (18/23;78.3%)はカットオフ値未満の個体 (5115;

33.3%)と比較して高くσ<0.05)、黄体体積のカットオフ値 (3.61cm3)以上の個体の受胎率
(19/21; 90.5%)はカットオフ値未満の個体 (4117;23.5%)と比較して高かった (P< 0.01)。

【まとめ】本TAIプロトコールは発情発見率(人工授精実施率)が低い農場における妊娠率

向上に有効であること、受胎率はプロトコールの PG投与時における黄体サイズと関連して

いることを明らかにした。

備考論文要旨は、和文にあっては 2，000字程度、英文にあっては 1，200語程度とする。


